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まさに VUCA（ブーカ）の時代 

ＶＵＣＡとは 

Volatility（変動性・激動）不安定で変化が激しい 

Uncertainty（不確実性）不確実性が高く先行きが見えない 

Complexity（複雑性）様々な要素が複雑に絡み合っている 

Ambiguity（曖昧性・不透明性）ものごとの因果関係があいまい 

４つのキーワードの頭文字から取った言葉で、現代の経済環境、経営環境や個人のキャリアを取り巻く 

状況を表現するキーワードとして使われています。 

昨今、経済、企業組織、個人のキャリアに至るまで、ありとあらゆるものを取り巻く環境が複雑さを増し、 

将来の予測が困難な状況にあります。 

過去の成功事例が通用するとは限りません。世の中の動きに今まで以上に敏感になる必要があります。 

今回の新型コロナウィルスの影響はまさに当てはまることなのだと思いました。 

この世界的な影響を糧に世界が一丸となって協力し、状況を把握し、乗り越えていかなければなりません。

苦境を強いられると平穏な日常のありがたさが身に沁みます。日々をもっと考えながら、大事にしたいと思

います。 

－ 改善活動発表会の効果 － 

３月１４日に第１回改善活動発表会が栃木県内の製造業で行われました。4月から始まった改善活動推

進研修。せっかく勉強しているのだから、実際の改善を進めてもらって、発表してもらおうと決めたのは、11

月くらいだったと思います。テーマの選定、テーマ選定の理由、現状把握、原因分析、改善目標の設定 

対策立案、対策実行、効果の確認、歯止め標準化とそれぞれの段階の説明を写真やデータなども加えて、

発表してもらいました。初めての改善活動の発表で、不慣れな部分や、緊張して思うようなことが言えなか

ったこともあったようですが、みなさん素晴らしい活動内容と発表でした。 

発表会後の振り返りで印象に残ったことは、他のサークルのやった改善を自分の部署でもやってみたいと

か、入社して8年間、ずっとやりたかった改善に取り組めたとか、他のサークルのように、写真で説明すれば

良かったとか、データで金額的効果を明らかにしたかったとか、課題がたくさん見えてきたようです。 

各部署が日頃どんな改善を行っているかなんて知りません。発表会をしたから気づけたことです。 

こちらの企業の研修参加者のいいところは、とても素直で、他の人や他の部署のいいところを見つけられる

こと、振り返りもきちんと出来ることです。とても大事なことです。この二つが出来る人（企業）は、成長できま

す。来年度の第 2回目の改善活動がとても楽しみになりました。自分たちで必要性を感じ、どんどん働きや

すい現場へと改善していって欲しいと思います。そのために 4月からの研修も掘り下げて、現場に合った、

内容の濃いものにしていく予定です。 

残業規制が厳しくなります。上から押し付けられたやらされごとではなく、現場が自ら考えて取り組む生産性

の向上が成果につながっていきます。 
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―  人は一日にしてならず   継続は力なり  ― 

研修を始めて丸二年が過ぎようとしている会社さんがあります。課長・係長・リーダーの３階層でそれぞれの

研修を行っています。じわじわと効果が出てきています。 

係長・課長の意識が変わってきました。研修感想文などでも考え方、意見がしっかりしてきました。 

やるべきことが見えてきたように感じます。 

リーダーも少しずつですが、意識は変わってきているように感じます。実際の行動へはなかなか結び付いて

いないかもしれませんが、少しずつ着実に変わってきています。考え始めています。 

どの階層も研修内で、他部署の意見を聞くこと、他部署の取り組みを聴くこと、他部署での困りごとを聞くこ

とが、とても勉強になっています。 

部署間で、力を合わせて問題を解決する動きが少しずつ見られるようになりました。 

横のつながりが、かなり増えてきました。他部署に相談しやすくなってきました。 

目標管理、部下育成、管理職としての役割などを一つ一つ確認しながら、現状の自分と照らし合わせるこ

とで、自分が変わらなければならない部分、成長しなければいけない部分、部下を教育しなければならな

い部分、仕事の仕組みを見直さなければならない部分を意識できるようになってきました。 

もやもやっと、漠然とダメだと思っていた部分が課題として明確にクリアになってきてように見えます。 

まずは、問題だと認識できること、問題点を共有できることがスタート地点です。 

ここで研修を終わりにしてしまうと、また徐々にもとに戻ってしまいます。日々を見ていると大きな成長に感じ

られないかもしれませんが、２年前を思い出すと、かなり成長しています。２年間の継続の成果です。 

本当に、考え方、意識の部分が変わったと思います。「どうせ変わらない」、「うちの会社はこういう会社だか

ら・・・」とあきらめていたことが多かったのですが、「自分達で変えていかないと」、「ここから変えていかない

と」と前向きな取り組みが多くなりました。今年の研修でも皆さんが働きやすくなるような、それぞれに合った

サポートをしていきたいと考えています。 

―  正しい目標設定が出来ていますか？  ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 目標項目（何を） 達成基準（どこまで） 達成実行策（どのように）が正しく設定されていますか？ 

※ その目標は、求められているレベルに合った目標ですか？ 

※ 成果を上げるためには目標の設定が大事です。 


